











































たくさんの症例を見学することができました。 1 件の手術に先生が 1 ~ 2 人しか入らないことが印象的でし
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た。そのため，見学者が術野を観察しやすい環境であったため，できるだけ，自分の見学した手術に関して
は，画像所見と手術記録を残し，分からないことは先生に質問するように努めました。しかし，あと一歩の
ところで話しかける勇気が持てなかったり，質問できてせっかく先生が答えて下さっても言葉が聞き取れな
かったりと自分に腹が立ったり，準備不足を感じざるを得なかった場面もたくさんありました。そうやって
しばらく毎日を過ごしていると，だんだん自分のことが認知され始め，ありがたいことに，先生方のほうか
ら，手術症例に関して教えてくださったりするようにもなりました。脳外科手術ならば当然の開頭手術に加
え，整形外科分野との重複もある脊髄の手術や，小児脳外の手術等たくさんの手術を見学してあっという間
に 1 ヶ月が終わってしまいました。
　いざ終わってみると，実習も充実し，週末には国内旅行などして遊び，現地のおいしいものをたくさん食
べて，楽しく過ごせたという気持ちもある一方，ドイツに行くための日本での準備の段階から，ドイツに来
て最終日になるまで自分の未熟さというものがびっしりと詰まっていたことを実感として感じられぽっかり
と心に穴が開いたような気分でした。実際，準備を始める前は，全部自分で何のこともなくこなせると根拠
のない自信がありましたが，実際はできないことがこんなにもたくさんあるものかというぐらい何にもでき
ない自分に腹が立つことがたくさんありました。ドイツに来てからも，すべて自分の力でうまくやっていた
のではなく，先にこられていた留学中の富大の先生や周りの先生や看護師さん達に助けていただいたことが
スムーズに実習を行うことができた理由でした。もっともっと強くなっていろんなことができるようになっ
て，必ずまたドイツに戻ってきたいと強く思いながら，帰りの飛行機に乗りました。
　日本に帰ってきて，次の日にはまた実習のために大学に来て，友達や先生方の顔をみているとほっとした
のと同時にこの 1 ヶ月は夢だったのではないかと思うほど現実感がありませんでした。それでもそのときに
取った写真を眺めたり，お土産を見ていたりすると，キラキラした毎日だったなと思えました。これをきっ
かけにただ医師になるのでなく，その後自分はさらに何をしたいか，どうありたいかを考えるようになりま
した。また，海外実習の準備をする前はそれを人前で話すことはあえてしようとはしなかったのですが，自
分から伝えることも大事なのではないかと思うようになりました。ここまで進歩できたのは， 1 年以上かけ
て海外実習に向けての準備，そして実習してきた甲斐があったと思います。もちろん，お金がかかることで
もあり，異国の地に一人で行くという危険もあるので，手放しには勧めることはできませんが，今後もこの
ような機会が引き続き，与えられるといいなと思います。ありがとうございました。
